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研究成果の概要（和文）： 

１２－１３世紀における東方ビザンティン美術と西欧中世美術との間の相互の影響関係のアク

チュアルな研究を進めるため、写本挿絵、壁画、浮き彫り彫刻、象牙彫刻などの分野に関する

重要な作例が数多く残る東・西ヨーロッパの諸都市(パリ、ロンドン、シエナ、パルマ、フィデ

ンツァ、フィレンツェ、アテネなど)への重点的な現地調査を行い、図像上ならびに様式上の問

題について、幾つかの新しい知見と発見を得ることができた。 

 

 

研究成果の概要（英文）： 
To examine the cross－cultural influences between Byzantine art and Western medieval art, 
our team conducted intensive field research in Paris, London, Siena, Parma, Fidenza, 
Florence, and Athens．Through painstaking comparative work, we were able to identify new 
iconographical and stylistic characteristics in illuminated manuscripts, frescos, bas
－reliefs, and ivory sculptures.           
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１．研究開始当初の背景 
 
(1)ビザンティン美術と西欧中世美術の相互
関係の問題に関しては、二十世紀末の O.デー
ムスの『ビザンティン美術と西欧』(1970 年)

から H.ベルティングの『イメージと信仰』
(1994 年)に至る総合的な研究のもとにおい
て、重要な見直しが急速に進められてきてお
り、またわが国においても、故・辻佐保子氏
の『ビザンティン美術の表象世界』(1993 年)
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において、本課題と係わる諸論考を発表して
きていたこと。 
 
(２)東・西ヨーロッパの中世美術に関して、
個別的なアプローチからの経験を有する本
研究メンバーが、ヨーロッパの諸都市(パリ、
ロンドン、シエナ、パルマ、フィレンツェ、
アテネなど)に残る個々の作例の綿密な調
査・研究と再検討を行うための実績を積んで
きていたこと。 
 
２．研究の目的 
(1)特に近年において、造形表現上の重要な
変化が生じていたことが明らかになってき
た 12－13 世紀のビザンティン美術と西欧中
世美術との相互の関連性を、各メンバーが熟
知し、代表的な作例が残る諸都市(パリ、ロ
ンドン、シエナ、パルマ、フィデンツァ、フ
ィレンツェ、アテネなど)への現地調査を実
施して、この時期の造形作品を総合的に再検
討し、新たな展望を開くこと。 
 
 
(2)従来の西洋美術史研究において、個別的
に論じられがちであったビザンティン美術
と西欧中世美術とを相互の影響や関連性の
もとで考察するため、各メンバーが研究を積
み重ねてきた分野の作例(挿絵写本、壁画、
浮彫彫刻、象牙彫刻など)が数多く残ってい
るヨーロッパの諸都市(パリ、ロンドン、シ
エナ、パルマ、フィデンツァ、フィレンツェ、
アテネなど)への現地調査を実施し、それら
の作例の持つ図像や様式の特徴を解明する
こと。 
 
 
３．研究の方法 
(1)研究メンバーは「ビザンティン壁画・モ
ザイク・挿絵写本」とともに「西欧ロマネス
ク・ゴシック壁画･彫刻」を再検討するため
に、以下の２つのグループに分かれ、それぞ
れのグループに応じたヨーロッパの現地調
査と資料収集を行うとともに、それぞれのグ
ループの立てた計画のもとで研究を進める
こと。 
 
①「ビザンティン壁画・モザイク・挿絵写本」

の調査・再検討グループ 
 

・永澤 峻 
・益田朋幸  
・瀧口美香 

 
②「西欧ロマネスク・ゴシック壁画・彫刻」   
 の調査・際検討グループ 
 
 ・児嶋由枝 

 ・小野迪孝 
 
(2)ビザンティン美術と西欧中世美術の双方
の研究史の徹底した把握に努めてきている
研究代表者(永澤 峻)が、ビザンティン美術
と西欧中世美術との相互の影響や関連性に
関する基礎的資料と最新の研究データを提
示する。これらの資料と研究データに即しな
がら、各作例の調査を進めてゆく 2つのグル
ープと各メンバーとが問題点の所在を見直
して、全体での討議と再検討へと歩を進めて
ゆくこと。 
 
４．研究成果 
(1)欧米の研究者たちによぅて、ビザンティ
ン美術と西欧中世美術の影響や関連性が指
摘されてきている幾つかの現存作例に関し
て、それぞれのメンバーが現地調査(パリ、
ロンドン、シエナ、パルマ、フィデンツァ、
フィレンツェ、アテネなど)を通じて実見し
得た精密な観察に基づき、基礎的データと新
たな資料を収集することができたこと。 
 
(2) ビザンティン美術と西欧中世美術の影
響や関連性が指摘されてきている、幾つかの
現存作例の図像や様式の問題に関して、幾つ
かの新たな知見や発見を日本語論文(永澤 
峻、益田朋幸、小野迪孝、児島由枝)、欧文
論文(児嶋由枝、瀧口美香)、著書(益田朋幸、
瀧口美香)、学会発表(児島由枝、永澤 峻)
を通じて、提出したこと。 
 
(2)ビザンティン美術に係わるグループでは、
論文、学会発表、著書を通して、ビザンティ
ン美術史と西欧中世美術史のうえで重要な
詩篇挿絵写本に関する基礎データとともに
新たな視点(小ルネサンス動向)を提示する
(永澤 峻)とともに、幾つかの聖堂壁画の図
像について、西欧への図像の伝播を確認する
重要な手がかりを見出すこと(益田朋幸、瀧
口美香)ができたこと。 
 
 
(3)西欧中世美術に係わるグループでは、論
文、学会発表を通して、発見以来大きな反響
と議論を呼んでいるシエナ大聖堂壁画連作
に関する画像プログラムの綿密な基礎デー
タを提示する(小野迪孝)ことができ、また北
イタリアのロマネスク聖堂扉口の「アダムと
エヴァ像」の特異な身振り動作の着想源に即
した新しいアプローチの可能性を提起する
こと(児島由枝)ができたこと。 
 
 
(4)ビザンティン美術と西欧中世美術の両グ
ループの再検討と議論を通じて、相互の影響
や関連性を考察・研究してゆくに際しての 



大きな枠組みの再検討の必要性がしばしば
指摘されてきていた。 
 
この問題に関しては、以下の視点から、紀要
論文、論文集、著書というかたちの諸論考を
提出することができた。 
 
① イコンとナラティヴという視点からビザ

ンティン聖堂の図像プログラムの考察を
進めてゆく諸論考(益田朋幸)。 

 
② ビザンティン美術と西欧中世美術の双方

の中世美術の造形動向に絶えず常数のよ
うに認められる小ルネサンス(ルノヴァ
ティオ)動向の実質的な意義と内容とい
う視点から見直すという諸論考(永澤 
峻)。 
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